
汚
水
処
理
整
備
の

現
状
と
課
題

　
先
進
国
と
い
わ
れ
る
日
本
だ

が
、い
ま
だ
約
１
４
０
０
万
人
が

汚
水
処
理
施
設
を
利
用
で
き
ず

に
い
る
。環
境
省
に
よ
る
と
、
平

成
25
年
度
末
の
汚
水
処
理
普
及

率
は
、
都
市
部
で
は
ほ
ぼ
１
０

０
％
だ
が
、人
口
５
万
人
未
満
の

市
町
村
で
は
75
・
６
％
し
か
な

い
。あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、４
人
に
１
人
が
生
活
雑
排
水

を
海
や
川
に
垂
れ
流
し
に
し
て

い
る
の
が
現
状
だ
。汚
水
処
理
施

設
は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、こ
の
５
年
で
普
及
率

は
約
４
％
し
か
改
善
が
成
さ
れ

て
い
な
い
（
全
国
平
均
）。ま
た
、

過
去
に
整
備
さ
れ
た
汚
水
処
理

施
設
が
耐
用
年
数
に
近
づ
き
、建

替
え
や
補
修
等
の
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
る
こ
と
も
財
政
面
か

ら
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
平
成
26
年
１
月
に
国

土
交
通
省
、
環
境
省
、
農
林
水
産

省
の
３
省
が
統
一
し
、「
都
道
府

県
構
想
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
以

下
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」）
を
策
定
し

た
。従
来
の
汚
水
処
理
計
画
の
考

え
方
を
見
直
し
、早
急
に
未
整
備

地
域
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
採
算
性
の

高
い
整
備
計
画
を
検
討
し
よ
う

と
す
る
も
の
だ
。

汚
水
処
理
整
備
が

抱
え
る
課
題

　「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
10
年

程
度
で
汚
水
処
理
施
設
の
整
備

を
概
ね
完
了
さ
せ
る
と
し
て
い

る
。整
備
区
域
の
設
定
で
は
、
経

済
比
較
を
基
本
と
し
つ
つ
も
時

間
軸
等
の
観
点
、
つ
ま
り
整
備

期
間
を
短
縮
し
、
10
年
で
整
備

が
完
了
す
る
た
め
の
手
法
の
検

討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。課
題

は
、
い
ま
だ
数
多
く
設
置
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
単
独
浄

化
槽
の
合
併
化
と
、
下
水
道
計

画
地
域
で
あ
り
な
が
ら
管
路
の

敷
設
に
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か

る
地
域
に
ど
う
下
水
道
を
普
及

す
る
か
だ
。フ
ジ
ク
リ
ー
ン
は

こ
の
２
つ
の
課
題
に
対
し
、
合

併
浄
化
槽
の
普
及
、「
市
町
村
設

置
型
」の
導
入
、
下
水
道
ク
イ
ッ

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
工
場
製
作

型
極
小
規
模
処
理
施
設
」
の
導

入
を
提
案
し
て
い
る
。

浄
化
槽
を
活
用
し
た

未
普
及
解
消

　
環
境
省
が
進
め
る
浄
化
槽
交

付
金
制
度
に
は「
個
人
設
置
型
」

（
以
下
「
個
人
型
」）
と
「
市
町
村

設
置
型
」（
以
下
「
市
町
村
型
」）

の
２
種
類
が
あ
る
。先
に
ス

タ
ー
ト
し
た
の
は「
個
人
型
」だ

が
、
生
活
排
水
対
策
を
効
果
的

に
進
め
る
た
め
、
平
成
６
年
に

市
町
村
自
ら
が
設
置
の
主
体
と

な
っ
て
整
備
を
進
め
る
「
市
町

村
型
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。当

初
、
多
く
の
市
町
村
が
積
極
的

に「
市
町
村
型
」を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
り
、
合
併
浄
化
槽
の
普

及
が
加
速
度
的
に
進
ん
だ
。

し
か
し
市
町
村
の
財
政
負
担
や

行
政
担
当
者
の
事
務
負
担
が
大

き
い
と
い
っ
た
こ
と
が
ネ
ッ
ク

と
な
り
、
最
近
で
は
「
市
町
村

型
」
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る

と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
発
表

以
降
、「
市
町
村
型
」
の
導
入
を

改
め
て
検
討
す
る
市
町
村
が
増

え
始
め
た
。検
討
を
進
め
る
Ａ

市
の
行
政
担
当
者
に
理
由
を
聞

く
と
「
市
町
村
の
事
務
負
担
が

増
え
る
こ
と
は
避
け
た
い
が
、

本
気
で
汚
水
処
理
普
及
率
を
上

げ
よ
う
と
思
っ
た
ら
面
的
に
整

備
が
進
む『
市
町
村
型
』が
一
番

の
近
道
だ
と
思
う
」と
答
え
た
。

　
ま
た
、「
市
町
村
型
」
の
中
で

も
、
民
間
活
力
を
採
り
入
れ
た

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
を
検
討
す

る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。整

備
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、
自
治
体
の
負
担
軽
減
に
も

な
る
か
ら
だ
。実
際
に
平
成
27

年
度
に
新
し
く「
市
町
村
型
」を

ス
タ
ー
ト
す
る
市
町
村
は
全
国

に
４
カ
所
あ
る
が
、
そ
の
内
の

２
カ
所（
徳
島
県
三
好
市
、
大
阪

府
和
泉
市
）
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を

採
用
し
て
い
る
。

　
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
の
営
業
担
当

者
は「
当
社
で
把
握
し
て
い
る
だ

け
で
も
、新
し
く『
市
町
村
型
』を

《待ったなしの汚水処理施設整備》
　
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
い
ま
、
多
く
の
自
治
体
が
税
収

減
に
よ
る
財
政
難
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。汚
水
処
理
イ
ン
フ

ラ
は
い
ま
だ
十
分
に
行
き
届
い
て
お
ら
ず
新
た
な
整
備
が
必
要

な
一
方
、
今
後
、
既
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
、
そ

の
対
策
費
が
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
は
明
白
だ
。こ
の
よ
う

な
背
景
の
中
、国
や
県
の
指
導
の
下
、多
く
の
市
町
村
で
汚
水
処

理
整
備
計
画
の
見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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に強い

▲浄化槽の特長
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検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
25

カ
所
以
上
に
の
ぼ
っ
て
お

り
、
今
後
の
展
開
に
大
き
く

期
待
し
て
い
る
」
と
語
っ
て

い
る
。

未
普
及
解
消
の
新
し
い
試
み

下
水
道
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
国
土
交
通
省
が
今
、未
整

備
地
域
を
解
消
す
る
た
め

に
進
め
て
い
る
の
が
下
水

道
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。全
部
で
８
つ
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、そ
の
一
つ

に
公
共
下
水
道
や
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
と
し

て「
工
場
製
作
型
極
小
規
模

処
理
施
設
」（
以
下
「
極
小

規
模
施
設
」）
を
設
置
す
る

方
法
が
あ
る
。従
来
の
よ
う

な
R
C
躯
体
の
下
水
処
理

場
を
建
築
す
る
の
と
は
異

な
り
、
工
場
で
製
作
す
る

F
R
P
製
の
躯
体
を
用
い

た
極
め
て
小
規
模
な
下
水

処
理
場
だ
。狙
い
は
建
設
コ

ス
ト
と
工
期
の
大
幅
な
短

縮
だ
。

　
北
海
道
苫
前
町
の
古
丹

別
地
区
で
は
、下
水
処
理
場

ま
で
の
間
に
主
要
国
道
や

流
雪
溝
が
あ
り
、そ
の
た
め

管
路
整
備
に
か
か
る
コ
ス

ト
が
大
き
く
な
る
。そ
こ
で

社
会
実
験
と
し
て
地
区
の

一
部
を
「
極
小
規
模
施
設
」

で
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
、

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
の
F
G
U

型
（
接
触
酸
化
型
）
を
設
置

し
た
。こ
の
社
会
実
験
に
よ

り
、建
設
コ
ス
ト
は
49
％
縮

小
、
建
設
工
期
も
75
％
短

縮
、維
持
管
理
コ
ス
ト
も
大

幅
に
縮
小
で
き
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
F
G
U
型
を
活
用

　
今
、
こ
の「
極
小
規
模
施

設
」で
あ
る
F
G
U
型
が
新

し
い
下
水
道
整
備
手
法
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

関
西
の
B
市
で
は
、下
水
道

計
画
に
沿
っ
て
す
で
に
管

路
主
幹
が
整
備
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、人
口
減
少
に
よ

り
、こ
の
ま
ま
下
水
処
理
場

を
建
設
し
て
も
、将
来
的
に

大
き
な
財
政
負
担
と
し
て

の
し
か
か
っ
て
く
る
こ
と

が
予
測
で
き
る
た
め
、当
初

の
計
画
規
模
を
見
直
し
て
、

低
コ
ス
ト
な
F
G
U
型
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
東
北
の
Ｃ
市
で
は
、老
朽

化
し
更
新
が
余
儀
な
く
さ

れ
る
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
か
ら
F
G
U
型
へ
の

切
替
え
を
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、関
東
の
Ｄ
市
で
は

必
要
に
応
じ
て
管
路
を
伸

ば
し
な
が
ら
処
理
施
設
を

移
動
さ
せ
て
い
く
フ
レ
ッ

ク
ス
プ
ラ
ン
に
、F
G
U
型

を
活
用
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

財
政
健
全
化
を
考
慮

し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

　
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
む
中
、
い
か
に
し
て
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
な
が
ら
財

政
健
全
化
に
取
り
組
む
か

が
、
市
町
村
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。そ

の
課
題
を
解
消
す
る
指
針
と

し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
３

省
統
一
の
「
都
道
府
県
構
想

策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」だ
。求
め

て
い
る
の
は
、い
か
に
し
て
、

よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
か

つ
経
済
的
に
汚
水
処
理
施
設

の
未
整
備
地
域
を
解
消
す
る

か
だ
。

　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

整
備
計
画
を
見
直
し
、様
々

な
選
択
肢
の
中
か
ら
最
適

な
整
備
方
法
を
決
定
す
る

こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
が
、

将
来
に
と
っ
て
は
重
要
な

決
断
で
あ
る
。

用
語
解
説

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

自
然
公
園
区
域
内
の
水
質
保

全
の
た
め
、
ま
た
農
山
漁
村

の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
の
下
水
道
で
処
理
対
象

人
口
が
１
，
０
０
０
人
以
下

の
小
規
模
下
水
道
。
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▶

●下水道クイックプロジェクトは
「人口減少化における下水道計画手法」
「地域特性を踏まえた新たな整備手法の導入」
「他の汚水処理施設との一層の連携強化」の
3つを施策に上げ、社会実験が進められました。
社会実験で得た知見を基に開発したフジクリーンFGU型で、
設置者のニーズにマッチしたご提案をいたします。本 社

支 店
／名古屋市千種区今池四丁目１番４号 〒４６４-８６１３　☎（０５２）７３３-０３２６
／札幌・東北・東京・名古屋・大阪・福岡　営業所／全国25ヶ所

http://www.fujiclean.co.jp/

工場製作型極小規模処理施設

FGU型
（接触酸化型）

下水道クイックプロジェクトで一般化された、
従来の下水道と同様の国庫補助金対象施設です。

FGU型は従来の生活排水処理施設に比べて、
【建設コスト縮減】【工期短縮】【維持管理コストの削減】を実現しました。
下水道の未普及地域を抱える地方公共団体の
人口減少や高齢化、厳しい財政状況等諸問題に対処する、
早くて、低コストな、生活排水処理施設を提供します。

※苫前町
　下水道クイックプロジェクト
　イメージ図


